
（1） 日本歯技2月号付録 平成18年1月20日

第15号
2006．1 ．20 日技ニュース

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆

様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
歯
科
技
工
士
法
制

定
な
ら
び
に
日
本
歯
科
技
工
士

会
創
立
五
十
周
年
の
式
典
を
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
、
会
員
の
皆
様
と
寿
ぐ
こ
と

が
で
き
、
誠
に
意
義
深
い
年
と

な
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
次
な
る
半
世
紀
に

向
け
、
歯
科
技
工
士
と
い
う
掛

け
替
え
の
な
い
医
療
専
門
職
で

構
成
す
る
唯
一
の
全
国
政
治
団

体
と
し
て
、
山
積
す
る
懸
案
事

去
る
一
月
十
八
日
（
水
）、

東
京
港
区
の
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
自
由
民
主
党

大
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
歯
科

技
工
士
連
盟
よ
り

中
西
会
長
と
野
島

副
理
事
長
が
出
席

し
た
。

大
会
に
あ
た
り

日
本
歯
科
技
工
士

連
盟
は
例
年
通
り

友
好
団
体
と
し
て

自
由
民
主
党
本
部

よ
り
推
薦
を
受
け

表
彰
さ
れ
、
小
泉

純
一
郎
総
裁
を
は

じ
め
と
す
る
自
由

民
主
党
幹
部
と
記

念
撮
影
を
行
っ

た
。ま

た
、
こ
の
表

彰
に
つ
い
て
は
、

党
協
力
者
と
し
て

同
じ
く
本
部
推
薦
に
よ
り
京
都

府
歯
科
技
工
士
連
盟
の
野
々
口

昭
会
長
も
受
賞
さ
れ
た
。

そ
の
後
会
場
を
移
し
て
午
前

十
時
か
ら
行
わ
れ
た
党
大
会

は
、
河
井
克
行
衆
議
院
議
員
・

坂
本
由
紀
子
参
議
院
議
員
の
司

会
で
開
会
さ
れ
、
国
歌
斉
唱
、

党
歌
斉
唱
の
後
、
都
道
府
県
支

部
連
合
会
代
表
に
よ
る
議
長
団

の
選
出
と
進
め
ら
れ
、
武
部
勤

幹
事
長
の
党
務
報
告
に
移
っ

た
。武

部
幹
事
長
か
ら
は
、
昨
年

十
一
月
の
「
立
党
五
十
年
記
念

大
会
」
で
了
承
さ
れ
た
新
綱
領

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
2
憲

法
改
正
の
た
め
の
国
民
投
票
法

の
制
定
2
教
育
基
本
法
改
正
2

防
衛
庁
の
「
省
」
昇
格
2
デ
フ

レ
克
服
2
省
庁
再
編
や
公
務
員

制
度
改
革
に
よ
る
「
小
さ
な
政

府
」
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
九

月
の
総
裁
選
に
国
民
が
参
加
意

識
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る

等
を
盛
り
込
ん
だ
活
動
方
針
が

報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

次
い
で
神
崎
武
法
公
明
党
代

表
、
奥
田
碩
日
本
経
団
連
会
長

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
、
声
楽
家

中
島
啓
江
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ

ャ
ル
ス
ピ
ー
チ
な
ど
が
行
わ
れ

た
後
、
年
頭
演
説
に
た
っ
た
小

泉
総
裁
は
、「
回
復
の
道
を
歩

み
始
め
た
軌
道
を
本
格
的
な
レ

ー
ル
に
乗
せ
た
い
。『
保
守
し

た
く
ば
革
新
せ
よ
』
と
の
言
葉

を
銘
記
し
、
新
し
い
時
代
に
対

応
で
き
る
体
制
を
築
き
上
げ
た

い
」
と
語
っ
た
。

次
い
で
大
会
ア
ピ
ー
ル
が
採

択
さ
れ
、
最
後
は
ペ
ン
ラ
イ
ト

が
参
会
者
全
員
に
手
渡
さ
れ
、

会
場
照
明
が
落
と
さ
れ
た
中
、

光
の
演
出
で
幕
が
閉
じ
ら
れ

た
。

項
の
改
善
・
改
正
に
全
力
で
取

り
組
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
本
は
今
、大
幅
な
財
政
赤
字

と
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

行
財
政
改
革
、構
造
改
革
等
様
々

な
仕
組
み
の
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

中
、
私
た
ち
の
経
済
に
大
き
く

か
か
わ
る
医
療
制
度
改
革
も
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
国
民
皆
保
険
制
度
を

堅
持
す
る
目
的
で
、
高
齢
者
医

療
制
度
の
新
設
等
を
検
討
す
る

と
同
時
に
社
会
保
障
費
圧
縮
の

た
め
、
診
療
報
酬
の
過
去
最
大

幅
で
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
も
行
お

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
経
済
縮
小

の
皺
寄
せ
が
、
国
民
や
医
療
技

術
者
な
ど
の
弱
者
に
転
換
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
の
考
え
方
を
基
本
に
お
き
、

本
連
盟
は
今
後
の
政
治
活
動
を

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
歯
科
技

工
経
済
基
盤
の
確
立
の
た
め
の

制
度
改
革
は
、
医
療
経
済
の
縮

小
傾
向
の
中
に
あ
っ
て
も
、
新

た
な
財
源
を
必
要
と
せ
ず
実
施

で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

国
民
が
支
払
う
歯
科
技
工
製

作
料
は
歯
科
技
工
の
担
い
手
に

全
額
届
く
仕
組
み
を
構
築
し
な

け
れ
ば
、
真
の
国
民
口
腔
保
健

は
維
持
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
点
を
国
民
の
安
全
を
守
る

義
務
の
あ
る
関
係
者
・
関
係
諸

機
関
等
に
引
き
続
き
理
解
を
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、歯
科
技
工
士
免
許
が
厚

生
労
働
大
臣
免
許
と
な
り
今
年

で
四
半
世
紀
が
経
過
し
ま
す
が
、

未
だ
都
道
府
県
毎
に
試
験
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
直
ち
に
実
現

で
き
た
学
説
試
験
の
統
一
も
放

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
歯
科
技

工
士
の
資
質
向
上
に
資
す
る
施

策
と
し
て
、
学
説
統
一
試
験
実

施
に
向
け
、
働
き
か
け
を
強
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

先
般
、
関
西
経
済
同
友
会
は
、

国
民
が
医
療
技
術
の
進
歩
の
恩

恵
を
早
く
安
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
「
混
合
診
療
」
の
全
面
解
禁

が
必
要
で
あ
る
と
の
提
言
を
ま

と
め
て
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
情
報
技
術
の
本

格
導
入
、
医
療
関
係
者
の
再
教

育
や
免
許
更
新
制
度
の
導
入
な

ど
も
求
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
改
革
を
求
め
る

動
き
は
、
我
々
歯
科
技
工
士
に

と
っ
て
も
関
係
が
深
く
、
今
後

の
推
移
を
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
く
と
同
時
に
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
医
療
専
門
職
の
一
員
と
し

て
堂
々
と
政
治
の
場
に
主
張
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

お
わ
り
に
、
会
員
皆
様
な
ら

び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

▲表彰式での記念撮影

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟

会
　
長

中
西
茂
昭

改
革
の
流
れ
を
適
確
に
掴
み
適
切
な
対
応
を

改
革
の
流
れ
を
適
確
に
掴
み
適
切
な
対
応
を

体
に
も
声
を
か
け
た
い
旨

打
診
が
あ
り
、
中
西
会
長

か
ら
は
、
熊
谷
会
長
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
纏
め
て

欲
し
い
旨
の
要
請
が
な
さ

れ
た
。

●
平
成
十
七
年
四
月
二

十
八
日
（
木
）、
十
五
時
か

ら
日
本
放
射
線
技
師
会
事

務
所
に
お
い
て
、
日
本
作

業
療
法
士
協
会
の
杉
原
素

子
会
長
、
日
本
視
能
訓
練

士
協
会
の
臼
井
千
恵
会
長
、

日
本
臨
床
工
学
技
士
会
の

川
崎
忠
行
会
長
を
交
え
、

政
治
活
動
に
関
す
る
懇
談

会
が
持
た
れ

た
。懇

談
会

は
、
各
々
の

団
体
が
抱
え

る
諸
問
題
点

等
が
話
し
合

わ
れ
た
上

で
、
業
際
に

係
る
微
妙
な

点
も
あ
ろ
う

が
、
国
民
の

医
療
福
祉
の

向
上
と
い
う

観
点
か
ら
医

療
技
術
者
が

団
結
し
、
政

治
活
動
を
行

っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と

の
点
で
一
致
し
た
。
熊
谷

会
長
か
ら
は
、
声
を
か
け

る
こ
と
の
で
き
る
団
体
が

あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
と

の
要
望
も
出
さ
れ
た
。

●
六
月
二
十
二
日
（
水
）

に
は
、
熊
谷
会
長
が
日
本

歯
科
技
工
士
会
館
に
来
館
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

中
西
会
長
と
協
議
が
持
た

れ
た
。

●
八
月
二
十
五
日
（
木
）

十
五
時
か
ら
、
再
び
五
団

体
の
長
が
日
本
放
射
線
技

師
会
事
務
所
に
会
し
話
し

合
い
が
持
た
れ
、
五
団
体

に
よ
り
一
つ
の
政
治
団
体

を
結
成
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
政

治
団
体
か
ら
、
既
存
の
議

員
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、

目
的
達
成
の
た
め
新
た
に

自
前
の
議
員
を
擁
立
し
て

い
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
時
点
で
、
熊
谷
会
長

よ
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
団
体
に
も
声
を
掛
け

て
み
た
い
と
の
打
診
が
あ

り
、
各
団
体
と
も
了
承
し

た
。さ

ら
に
次
回
会
合
は
、

政
治
団
体
設
立
に
向
け
た

世
話
人
会
と

い
う
形
で
、

各
団
体
よ
り

数
名
ず
つ
世

話
人
を
選
出

し
会
合
を
持

つ
こ
と
も
併

せ
て
確
認
さ

れ
た
。

日
本
歯
科

技
工
士
連
盟

は
、
宮
野
副

会
長
、
杉

井
・
国
府
田

両
副
理
事
長

を
世
話
人
と

し
て
選
出
。

十
一
月
八
日

（
火
）
の
第

一
回
世
話
人

会
に
中
西
会
長
と
共
に
臨

ん
だ
。

会
合
は
日
本
医
療
社
会

事
業
協
会
を
含
め
た
六
団

体
十
三
名
が
出
席
し
、
設

立
趣
旨
と
活
動
方
針
の
確

認
、
会
則
の
検
討
、
事
務

局
設
置
場
所
、
役
員
、
評

議
員
の
選
出
、
当
面
の
運

用
資
金
、
次
期
参
議
院
議

員
候
補
者
、
今
後
の
予
定

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

持
た
れ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の

世
話
人
会
に
お
い
て
熊
谷

会
長
の
尽
力
も
あ
り
、
次

期
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
中
西
会
長
を
擁
立
す
る

こ
と
で
各
団
体
の
賛
同
が

得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
政
治
団
体
設
立
ま

で
の
細
部
の
詰
め
に
関
し

て
、
以
後
は
各
団
体
長
の

会
合
に
一
任
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

●
十
一
月
十
六
日
（
水
）

に
は
再
度
熊
谷
会
長
が
日

技
会
館
に
来
館
。
会
長
会

に
向
け
て
意
見
の
す
り
合

わ
せ
を
行
な
っ
た
。

●
十
二
月
七
日
（
水
）、

中
西
会
長
と
熊
谷
会
長
が

連
れ
立
っ
て
議
員
会
館
を

訪
問
。
主
だ
っ
た
議
員
事

務
所
に
設
立
準
備
を
進
め

て
い
る
旨
の
報
告
と
設
立

祝
賀
会
へ
の
出
席
要
請
を

行
っ
た
。

●
十
二
月
十
三
日（
火
）、

赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
各
団
体
と
の
最

後
の
詰
め
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
場
で
日
本
視
能
訓
練

士
協
会
と
日
本
臨
床
工
学

技
士
会
が
個
人
参
加
の
意

思
を
表
明
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
、
日
本
医
療

社
会
事
業
協
会
の
参
加
が

難
し
く
な
っ
た
こ
と
も
明

ら
か
と
な
っ
た
。

●
十
二
月
二
十
八
日

（
水
）、
中
西
会
長
が
日
本

放
射
線
技
師
会
に
熊
谷
会

長
を
訪
問
。
平
成
十
八
年

一
月
十
二
日
に
向
け
最
後

の
詰
め
を
行
っ
た
。

以
上
が
、
政
治
団
体
21

世
紀
の
医
療
と
福
祉
を
支

え
る
会
設
立
ま
で
の
過
程

で
あ
る
。
今
後
こ
の
団
体

は
、
裏
面
に
あ
る
事
業
を

完
遂
す
る
活
動
を
行
う
こ

と
と
な
る
が
、
日
本
歯
科

技
工
士
連
盟
は
こ
の
団
体

と
力
を
合
わ
せ
、
歯
科
技

工
に
係
る
諸
懸
案
解
決
に

向
け
、
政
治
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。

平
成
十
八
年
一
月
十

二
日
（
木
）
に
国
民
の

医
療
福
祉
の
向
上
を
図

る
政
治
活
動
を
行
な
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
発

足
し
た
「
21
世
紀
の
医

療
と
福
祉
を
支
え
る

会
」。
今
回
は
、
そ
の

発
足
ま
で
の
過
程
を
追

い
か
け
て
み
た
。

●
平
成
十
六
年
九
月
二

十
八
日
（
火
）、
本
連
盟
中

西
会
長
が
選
挙
で
支
援
を

頂
い
た
日
本
放
射
線
技
師

会
の
熊
谷
和
正
会
長
か
ら

の
、
国
民
医
療
の
向
上
と

知
識
の
伝
播
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
た
い
と
の

申
し
出
に
よ
り
、
浜
松
町

に
あ
る
日
本
放
射
線
技
師

会
事
務
所
を
尋
ね
る
。

そ
の
際
、
熊
谷
会
長
よ

り
、
医
療
技
術
者
の
手
で

国
民
向
け
の
雑
誌
を
作
り

た
い
。
医
療
技
術
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
執
筆
し
て
、
国
民
に
医

療
知
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、

医
療
の
向
上
に
役
立
て
た

い
と
の
話
が
あ
っ
た
。
中

西
会
長
も
趣
旨
に
賛
同
し
、

そ
の
後
何
度
か
実
務
者
に

よ
る
出
版
準
備
の
会
合
が

重
ね
ら
れ
た
。

●
十
二
月
二
十
四
日

（
金
）、
政
治
活
動
に
関
し

話
が
し
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
、
再
度
、
中
西
会

長
が
放
射
線
技
師
会
事
務

所
を
訪
問
。
熊
谷
会
長
か

ら
、
中
西
会
長
の
公
約
、

混
合
診
療
に
対
す
る
歯
科

技
工
士
会
の
対
応
に
賛
意

が
あ
り
、
医
療
技
術
者
が

力
を
合
わ
せ
、
国
民
医
療

と
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

政
治
活
動
を
行
な
う
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
で
一
致

を
見
た
。

熊
谷
会
長
か
ら
、
こ
の

件
で
他
の
医
療
技
術
者
団
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「21世紀の医療と福祉を支える会」設立される!!

平成18年1月20日 日本歯技2月号付録 （2）

本
年
一
月
十
二
日
（
木
）
東

京
千
代
田
区
の
赤
坂
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
作
業
療
法

士
、
診
療
放
射
線
技
師
、
歯
科

技
工
士
が
中
心
と
な
り
政
治
団

体
「
21
世
紀
の
医
療
と
福
祉
を

支
え
る
会
」
が
設
立
さ
れ
、
第

一
回
総
会
に
お
い
て
日
本
放
射

線
技
師
会
会
長
で
あ
る
熊
谷
和

正
氏
が
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
、
前
回
の
参
議
院
議

員
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
各
々

の
団
体
が
立
ち
上
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
医
療
福
祉
専
門
職
の
代

表
を
国
会
に
送
る
こ
と
が
実
現

可
能
な
こ
と
で
あ
る
と
の
認
識

が
他
の
団
体
に
も
芽
生
え
た
こ

と
の
表
れ
で
あ
る
。

前
回
の
選
挙
を
無
念
と
捉
え

る
会
員
も
い
る
が
、
確
実
に
次

に
つ
な
が
る
結
果
を
残
し
た

我
々
歯
科
技
工
士
連
盟
の
決
断

と
実
行
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、
今
回
参
加
さ
れ
た

各
団
体
の
代
表
者
の
言
葉
か
ら

確
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
者
会

見
で
は
、
歯
科
技
工
士
会
以
外

の
団
体
が
参
加
し
て
い
る
国
民

医
療
推
進
協
議
会
と
の
趣
旨
の

違
い
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
、
今
後
は
国
民
医
療
推
進
協

議
会
へ
の
不
参
加
も
含
め
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。引

き
続
い
て
行
わ
れ
た
設
立

祝
賀
会
で
は
、
他
団
体
の
参
加

者
も
含
め
約
三
百
名
が
集
い
、

来
賓
祝
辞
に
自
民
党
政
務
調
査

会
長
・
中
川
秀
直
先
生
、
前
文

部
科
学
大
臣
・
中
山
成
彬
先

生
、
内
閣
官
房
副
長
官
・
鈴
木

政
二
先
生
か
ら
、
医
療
福
祉
専

門
職
が
声
を
上
げ
る
こ
と
の
重

要
性
が
述
べ
ら
れ
「
国
民
が
最

良
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
医
療
福
祉
政
策
に
貢
献
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
激
励
の

言
葉
を
頂
い
た
。

他
団
体
か
ら
は
、
日
本
放
射

線
技
師
会
、
日
本
作
業
療
法
士

協
会
、
日
本
臨
床
工
学
技
士
会

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
次
期
参
議
院

議
員
選
挙
組
織
内
擁
立
候
補
予

定
者
と
し
て
本
会
会
長
を
推
薦

し
、
支
援
し
て
い
く
と
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
日
本

視
能
訓
練
士
協
会
か
ら
も
同
様

の
言
葉
と
共
に
祝
意
の
花
飾
り

を
い
た
だ
く
な
ど
、
熱
意
溢
れ

る
祝
宴
で
あ
っ
た
。

｜｜ 次なるステップへ ｜｜政治団体

「21世紀の医療と福祉を支える会」設立される!!

21世紀の医療と福祉を支える会役員名簿 （50音順）
会　　　　長 熊　谷　和　正 放射線技師
副 　 会 　 長 伊　藤　　　宰 放射線技師
副 　 会 　 長 杉　原　素　子 作業療法士
副 　 会 　 長 中　西　茂　昭 歯科技工士
会計担当理事 国府田　知　生 歯科技工士
理　　　　事 小　林　　　毅 作業療法士
理　　　　事 杉　井　伸　行 歯科技工士
理　　　　事 田　城　邦　幸 放射線技師
理　　　　事 日　垣　一　男 作業療法士
理　　　　事 八　島　俊　一 放射線技師
監　　　　事 寺　山　久美子 作業療法士
監　　　　事 宮　野　亮　三 歯科技工士

21世紀の医療と福祉を支える会  設立祝賀会次第
平成18年1月12日（木）午後6時

於：赤坂プリンスホテル  ロイヤルホール
司会　和田かおり

1．開会の辞
21世紀の医療と福祉を支える会理事 18：02
日本作業療法士協会理事 小林　　毅

1．会長挨拶
21世紀の医療と福祉を支える会会長
日本放射線技師会会長 熊谷　和正 18：05

1．来賓祝辞
自由民主党政務調査会長 中川　秀直 先生 18：10
前文部科学大臣 中山　成彬 先生 18：15
内閣官房副長官 鈴木　政二 先生 18：20

1．組織内候補予定者推薦状授与 18：25
1．花束贈呈 18：28
1．次期参議院議員選挙組織内擁立候補予定者挨拶

21世紀の医療と福祉を支える会副会長　　　
日本歯科技工士会会長　中西　茂昭 18：30

1．祝電披露 18：35
1．鏡割り 18：40
1．乾　　杯

日本臨床工学技士会会長 川崎　忠行 18：45
1．閉会の辞

21世紀の医療と福祉を支える会副会長
日本放射線技師会理事 伊藤　　宰 19：55

支
援
者
か
ら
激
励
の
花
束
を
受

け
る

設立趣旨の説明を行う熊谷和正会長

医
療
技
術
者
が
力
を
合
せ
中
西

さ
ん
を
支
援
し
て
欲
し
い
と
中
山

前
文
科
相

祝
辞
を
述
べ
る
中
川
秀
直
自
民

党
政
調
会
長

祝
賀
会
で
の
会
長
挨
拶

参
院
で
中
西
さ
ん
と
汗
を
流
し

た
い
と
鈴
木
官
房
副
長
官

組
織
内
候
補
と
し
て
推
薦
さ
れ

た
支
え
る
会
中
西
副
会
長

医
療
・
福
祉
専
門
職
の
声
を
国
政

に
届
け
た
い

「21世紀の医療と福祉を支える会」設立の趣旨と事業

この度、作業療法士、歯科技工士、診療放射線技師が中心になり、医療
福祉専門職能（医師、歯科医師、薬剤師、看護師を除く）が集結した政治
団体「21世紀の医療と福祉を支える会」を設立することになりました。

現在わが国の医療福祉政策には、政治家を輩出している四師会が協力に
関与しています。しかし一部の職種だけでは国民全体の医療福祉の提供は
困難です。国民はもとより医療福祉業務に関与する多くの専門職能が関係
して、初めてバランスの取れた政策が実現するものと考えます。私たち医
療福祉専門職の声をひろく医療福祉政策に反映させるべきです。私たちは
この会を通じて、以下の三点の政策を提案し、その実現に努めていくため
の事業を展開していく所存であります。
1）医療の安全確保については一部の専門職能に責任が集中しています。こ

の状況が安全確保を阻害する側面があります。この偏りを打開し適切な
責任配分を実現すること、つまり真のチーム医療を実現することで医療
安全確保は大きく改善されるものと考えます。そのためには、医療福祉
専門職の養成教育制度を、責任を分担するにふさわしい高等教育制度に
改革することが急務です。資格取得後の追加研修を含めその実現に向け
て努力します。

2）医療経済の破綻が懸念されています。現在医療費の圧縮に眼が向いてい
て、極めて厳しい単純な医療費削減策がとられようとしています。「人
命は金銭では計れない」との観点からもこの政策は正しくありません。
医療技術の順調な発展向上や医療専門職の人的資源の充実向上を鑑みた
とき、医療費圧縮政策の一点張りでは日本の医療技術の先細りを招きか
ねません。高度な医療技術は最先端総合科学の粋ですから、相応の支出
は当然と受け止めるべきでしょう。しかし同時に、医療の効率を上げる
ことによって医療費の無駄を省くことは可能です。そのためには、医療
消費者である国民の医療教育を充実させて賢い医療消費者を増やすこと
で、経済効率の良い医療が展開できると考えます。

3）グローバルな視点では高度で普及できる医療技術はいまや“国際商品”
の一つであるとの考え方があります。日本の医療技術を世界最先端に育
てることで、次の時代の日本産業の隆盛に資することは可能であり、こ
れを目指すべきです。そのための医療科学技術の開発と人材や企業の育
成は重要ですから、関係の法的な整備を促進したいと考えます。

乾
杯
の
発
声
は
臨
床
工

学
技
工
士
会
川
崎
会
長

に
ぎ
わ
う
会
場

▼会の発展を祈って各部会代表による鏡開き


